
※種別は講義、実習、演習のいずれかを記入。

科目名 デッサン１ 年度 2025

Drawing 1 学期 前期

単位数 6 種別※ 演習

英語科目名

学科・学年 マンガ・アニメーション科　1年次 必／選 必 時間数 90

担当教員

【科目の目的】

水野裕佳 教員の実務経験 有 実務経験の職種 画家

鉛筆による三次元空間の表現と応用

【科目の概要】
より高度なデッサン技法を探求し、様々な素材やスタイルを試みながら立体感や表現の幅を広げ、個々の芸術的アイデンティ
ティを発展させます。

【到達目標】
形状や量感を把握し、基礎画力の向上。クオリティの高い技術をつける。
限られた時間の中で線を組み立て、奥行きを出すことができる。
自分の絵を客観的に見られるようにするとともに、ものを見る力を養うことで同様に自身の作品に反映させることができるよう
になる。

【授業の注意点】
課題作品の評価を主体とする。また、授業参加度や授業態度によって評価する

優れている

到達目標A

構図、明暗の階調、質
感、量感、遠近感を完
璧に理解し、複雑な作
品に応用できる。

応用的要素を正確に理
解し、一定の複雑さを
持つ作品に適用でき

る。

ふつう

応用的要素の一部を理
解し、単純な作品に適

用できる。

基本的要素の理解が浅
く、作品への適用に制

限がある。

基本的要素の理解が不
十分で、作品への適用

が困難。

評価基準＝ルーブリック

ルーブリック
評価

レベル５ レベル３ レベル１

要努力

【教科書】

教科書・教材

【参考資料】

特になし

【成績の評価方法・評価基準】

授業内容の理解度を作品を提出して評価する。また積極的な授業参加度、授業態度によって評価する。
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自己評価：S：とてもよくできた、A：よくできた、B：できた、C：少しできなかった、D：まったくできなかった

備考 等

15 石膏デッサン
石膏デッサンの応用的
な描き方を理解する

空間デッサン
空間の認知と表現方法
を身に付ける

9 静物デッサン
応用的な静物画の描き
方を理解する

10 静物デッサン
応用的な静物画の描き
方を理解する

11

石膏デッサン
石膏デッサンの応用的
な描き方を理解する

12 空間デッサン
空間の認知と表現方法
を身に付ける

13 石膏デッサン
石膏デッサンの応用的
な描き方を理解する

14

静物デッサン

空間デッサン 構図とパース、空間の認知

空間デッサン 構図とパース、空間の認知

石膏デッサン 応用的な石膏デッサンのプロセスを理解する

石膏デッサン 応用的な石膏デッサンのプロセスを理解する

石膏デッサン 応用的な石膏デッサンのプロセスを理解する

3

3

構図と質感を考慮して描写する

構図と質感を考慮して描写する

構図と質感を考慮して描写する

3

英語表記

授業テーマ 各授業の目的 到達目標＝修得するスキル

1 授業ガイダンス
グレースケールや陰影
の種類について学ぶ

石膏デッサン
基本的な石膏のプロセ
スについて復習する

石膏デッサン

基本的な石膏デッサンのプロセスを理解する

3

2

3 石膏デッサン
基本的な石膏のプロセ
スについて復習する

石膏デッサン

科目名 デッサン１ 年度 2025

Drawing 1 学期 前期

授業内容

グレースケール

基本的な石膏デッサンのプロセスを理解する

鉛筆の使い分けと明暗の階調の応用

3

3

4 石膏デッサン
基本的な石膏のプロセ
スについて復習する

石膏デッサン 基本的な石膏デッサンのプロセスを理解する

3

応用的な石膏デッサンのプロセスを理解する

3

応用的な石膏デッサンのプロセスを理解する

石膏デッサン 応用的な石膏デッサンのプロセスを理解する

3

3

8 静物デッサン
応用的な静物画の描き
方を理解する

石膏デッサン

石膏デッサン

静物デッサン

石膏デッサン
石膏デッサンの応用的
な描き方を理解する

5 石膏デッサン
石膏デッサンの応用的
な描き方を理解する

6 石膏デッサン
石膏デッサンの応用的
な描き方を理解する

7

評価方法：1.小テスト、2.パフォーマンス評価、3.その他

静物デッサン

3

3

3

3

3
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